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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭
注②

診療受付
10:30～

12:30

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長
(内科)

李基鎬

(訪問診療)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

訪問診療
高野所長

訪問診療
休診

高野 藤井

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑

バスターミナル

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

バ
ス
停

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

浦安方面→

市川方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

パーマ→

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

↑
新
小

岩
診
療
所

交
番

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

新小岩駅

一之江駅

昨
年
の
と
り
年
は
、
風
見
鶏

が
右
往
左
往
と
騒
が
し
く
、
流

行
語
大
賞
に
も
な
っ
た
「
そ
ん

た
く
」
と
い
う
言
葉
も
日
本
中

を
飛
び
交
い
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
で
は
核
兵
器
禁
止
条

約
の
採
択
に
尽
力
し
た
I
C
A
N

（
ア
イ
キ
ャ
ン
）
が
選
ば
れ
、
被

爆
者
の
長
年
の
願
い
の
実
現
に

光
が
増
し
ま
し
た
。
し
か
し

「
も
り
・
か
け
」
問
題
も
ま
だ
ま

だ
疑
惑
の
渦
の
中
な
の
に
、
現

政
権
は
う
や
む
や
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
憲

法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
加
え

軍
隊
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。今
、
絶
対
に
９
条
を
変
え
て

は
な
ら
な
い
と
市
民
と
野
党
の

共
闘
が
進
み
、
「
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
」
の
３
０
０
０
万
署
名

が
始
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
川
健

康
友
の
会
も
集
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
医
療
・
介
護
・
社
会

保
障
の
制
度
の
改
定
の
年
で

す
。
国
保
の
財
政
運
営
が
区
か

ら
都
に
移
さ
れ
、
国
保
も
介
護

も
保
険
料
が
大
幅
に
値
上
が
り

す
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
戌
年
、

〝
値
下
げ

し
て

〟
と
大
声
で
吠
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

友
の
会
で
は
楽
し
い
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
も

13に

増
え
、
食
事
会
・
ホ
ッ
ト
カ

フ
ェ
な
ど
、
沢
山
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
平
和
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
、
健
康
で
安
心
し
て
住
み

つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

ご
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福を呼ぶ犬張子

犬の子のように丈夫に元気に育つように、との願いをこめて、子どもが誕生して約一ヶ
月目に神社へ参拝する行事に用いられる犬張子。江戸川健康友の会の「手芸サークル」
では、今年の干支で「犬張子」を作りました。三者三様の手づくりで一ぴき一ぴき、
個性がある、とても可愛い犬張子ができ上がりました。

新
し
い
年

に
平

和
を
願
って

2018年

「
友
の
会
だ
よ
り
」
２
月
号
は
お
休
み
い
た
し
ま
す

会長 猪瀬 悠紀子
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

高齢期になると、複数の病気を抱え、たくさん

の薬を服用している方もいらっしゃるでしょう。

今回は高齢の方にとっての、薬との上手な付き

合い方についてお話しします。

●高齢者の体の変化

口から飲んだ薬は胃や小腸で吸収され、血液を

通じて全身に運ばれて、患部に届いて効果を発揮

します。薬は徐々に肝臓で代謝（分解）されたり

腎臓から排泄されて、効き目がなくなっていきま

す。

ところが、肝臓や腎臓の機能が低下すると、代

謝や排泄までに時間がかかるようになり、薬が効

きすぎたり、副作用が強く現れることがありま

す。

高齢期は若い頃に比べて肝臓や腎臓の機能が低

下している場合もあるので、体調の変化に気をつ

けて、気になることがあれば医

師や薬剤師に相談しましょう。

●ポリファーマシー

「ポリファーマシー」という

言葉を耳にしたことはありませ

んか？ 「ポリ」は「多くの」、

ファーマシーは「薬」という意味で、「多剤投与」

という意味です。

明確な定義はありませんが「６種類以上の薬を

服用していると副作用が多くなる」「５種類以上で

転倒するリスクが増える」などの事例が報告され

ていることから、５～６種類以上が「ポリファー

マシー」の目安と言われています。

病気ごとに別の医療機関にかかっている場合

は、似たような薬が重複して処方されていること

もあります。市販の薬やサプリメントも含め、服

用しているものは全て医師や薬剤師に伝えましょ

う。

※次回は●副作用●飲み忘れ●飲みづらい時は

●薬がたくさん残っている時は？について掲載

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集

後
記

役立つ健康メモ 56 薬の話№24

高齢期と薬（上） 新年のごあいさつ

明けましておめでとうござい

ます。昨年は、相次ぐテロ、北

朝鮮のミサイル、トランプ大統

領の暴走等、暗い一年でした。

年末のICAN、核兵器廃絶国際キャ

ンペーンのノーベル賞受賞が唯

一の光だった気が致します。

国内でも風水害の多発、SNS

を利用した若者の連続殺人、日

馬富士の引退等、あまりよい年

とは言えませんでした。

私的には無病息災であった事、

新しい江東診療所の開設等が良

かった事でしょうか。

江戸川区の高齢者健診の数は

年々増加しつつあります。その

高齢者の医療費負担を増やそう

という国の目論見を許すわけに

はいきません。その為には、今、

何をなすべきか、考える年明け

となりました。

ロシアワールドカップでの日

本の健闘を祈りつつ、今年も皆

様の健康維持の細やかなサポー

ターであり続ける事を目指した

いと思っております。

みなさま明けましておめでと

うございます。日頃のご愛顧、

誠に感謝しております。

今年、診療所は体制の変化を

迎えます。レントゲン技師が交

替します。腹部超音波検査ので

きる日が変わります。診療報酬

の改定もあります。マイナスが

見込まれています。それでも診

療を円滑にミスなく続行する所

存です。そのために、私はもち

ろん職員の皆が健康を維持増進

し、その能力に磨きをかけ、団

結していきます。

東京でも日本でも大きな選挙

はなさそうです。が、アメリカ

では中間選挙があります。ロシ

アでは大統領選挙があります。

見せかけかも知れませんが対立

候補もいるようです。

アメリカと北朝鮮との対立は

深刻さを増していくでしょう。

オリンピックが無事に開催され

るかどうか、見ていきたいと思

います。

本年も、ご指導・ご鞭撻のほ

ど、よろしくお願いします。

新年あけましておめでとうご

ざいます。これまで無事にやっ

てこられたのも、友の会の方々

のご協力があってこそとひとえ

に感謝しております。今年の抱

負は例年の抱負でもあります。

１．医師の仕事は薬を処方する

ことではありません。患者さん

がどうすれば健康な状態で過ご

せるかを考え実践することです。

薬は多いほどお金もかかるし副

作用も多くなるので、現在の薬

が本当に必要かどうかを一緒に

考えていきましょう。

２．私は「先生」ではありませ

ん。いろいろな人生を生きてこ

られた患者さんの中にこそ先生

と呼ぶにふさわしい方がたくさ

んいらっしゃいます。できれば

「田村ドクター」とでも呼ばれ

るようにならないものかと思っ

ています。

３．身体的に通院が大変と感じ

る方、当院では定期往診をして

います。往診の説明をご希望の

方は遠慮なくおっしゃってくだ

さい。

今年もガツンと叱咤激励のほ

どよろしくお願いいたします。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

12月
号
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
健

康
メ
モ
、
社
会
の
動
き
、
学
習
会
、

「
ふ
る
さ
と
」
、
文
芸
等
々
…
、
感
想

や
要
望
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
ご
愛
読

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を

励
ま
し
に
今
年
も
喜
ん
で
も
ら
え
る

紙
面
作
り
に
頑
張
り
ま
す
。
新
委
員

２
名
を
加
え
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の
編

集
委
員
で
す
。

（
伊
藤
）

葛
西
み

な
み

診
療

所
所

長

松
村

浩
生

一
之
江
内

科
ク

リ
ニ

ッ
ク
所

長

高
野

光
太
郎

新
小
岩

診
療

所
所

長

田
村

倫
朗

前列右からが岡、猪瀬、伊藤、太田

後列右から黒木、矢野、小林、石川の各委員
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

冬
め
く
や
嘗
て
は
跳
ね
し
橋
渡
る

か
つ

仲
冬
や
貝
塚
多
き
総
の
国

ふ
さ

雑
炊
の
蓋
を
む
ん
ず
と
掴
み
け
り

ふ
た

る
天
干
し
八
ヶ
岳
よ
り
風
受
け
て

か
ん
て

ん

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

久
々
に
会
い
し
介
護
士
ハ
グ
し
て
別
れ

る
い
朝
ま
ん
ま
る
浮
ぶ
白
い
月

揃
い

半
て

ん
撥

さ
ば

き
腹

に
響

く
や

江
戸

川
太

鼓
ば

ち

江
戸
川

里
峰

盤
を
打
つ
棋
士
の
指
先
冴
え
返
る

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
子
ら
の
行
列
縄
電
車

穂
を
放
ち
軽
き
に
撥
ね
る
枯
尾
花

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

頭
コ
ツ
ン
横
綱
棒
に
モ
ン
ゴ
ル
富
士

よ
そ
の
国
首
都
を
決
め
る
な
米
の
主

北
の
国
後
押
し
す
る
は
ソ
っ
中
で
す

吹
き
矢

で
健

康
づ
く

り

中
央

荒
幡

き
よ
の

私
は
新
婦
人
の
江
戸
川
支
部
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
「
小
組
」
で
今

も
っ
と
も
人
気
が
あ
る
の
は
「
健
康

吹
矢
」
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
の
吹
矢
は
、

は
じ
め
て
で
も
簡
単
に
で
き
、
年
令

を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。
吸
っ
て
吐

い
て
健
康
、
吸
っ
て
吐
い
て
そ
う

快
、
深
い
呼
吸
で
ス
ト
レ
ス
発
散
。

な
に
よ
り
新
婦
人
の
吹
矢
は
百
円

位
の
水
道
管
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

と
て
も
経
済
的
で
す
。
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
で
本
格
的
吹
矢
の
グ
ル
ー
プ
の

方
々
の
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
筒
が
数
万
円
も
す
る
よ
う
で

す
。心
肺
機
能
を
高
め
、
脳
の
活
性
化

等
の
効
能
に
誰
も
が
や
っ
て
み
た
い

と
思
う
よ
う
で
す
。
健
康
が
何
よ
り

大
事
と
思
っ
て
い
る
庶
民
に
は
う
っ

て
つ
け
の
健
康
づ
く
り
か
な
と
、
私

自
身
も
体
験
し
実
感
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
東
部
区
民
館
の
体
験
会
に

は

26名
の
体
験
者
で
い
っ
ぱ
い
に
。

こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
と
次
々
と
４
カ

所
で
体
験
会
を
開
き
ま
し
た
。

新
婦
人
都
本
部
主
催
の
体
験
会
で

と
り
こ
に
な
っ
た
Ｋ
さ
ん
は
、
積
極

的
に
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
受
け
て
、
明

る
く
元
気
な
指
導
で
三
つ
の
小
組
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

吹
矢
の
礼
儀
か
ら
始
ま
り
、
ど
う

吹
く
か
。
的
に
当
た
っ
た
時
は
、
参

加
者
み
ん
な
か
ら
歓
声
や
拍
手
が
お

こ
り
、
一
瞬
に
し
て
盛
り
上
が
り
ま

す
。
高
齢
の
人
の
高
得
点
、
比
較
的

若
い
人
が
全
然
矢
が
飛
ば
な
い

等
々
、
お
も
し
ろ
い
の
で
す
。

吹
矢
の
前
に
「
新
婦
人
し
ん
ぶ

ん
」
を
読
む
時
間
を
と
り
、
感
想
を

出
し
合
い
ま
す
。
一
人
ぐ
ら
し
の
方

が
多
い
中
、
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ

と
を
お
し
ゃ
べ
り
し
、
心
も
開
放
し

た
後
で
吹
く
の
で
、
よ
り
効
果
的
な

よ
う
で
す
。
友
の
会
の
み
な
さ
ん
も

一
度
お
た
め
し
く
だ
さ
い
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田
育
子

探
検
家
ヘ
デ
イ
ン
の
描
く
ス
ケ
ッ
チ
集
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
懐
か
し
き
か
な

漢
族
に
追
わ
れ
し
民
よ
樹
を
育
て
ホ
ー
タ
ン
砂
漠
に
村
を
つ
く
り
し

羊
皮
を
纒
ふ
人
ら
に
す
れ
違
ふ
氷
河
よ
り
流
る
る
水
の
ほ
と
り
に

七
巡
り
の
戌
年
迎
ふ
わ
が
齢
に
思
ひ
は
募
る
か
の
日
の
か
の
時

東
葛
西

新
真

バ
ス
停
の
椅
子
の
上
に
一
本
の

手
袋
あ
り
て
手
持
ち
の
無
沙
汰

簡
便
な
本
だ
文
庫
だ
何
度
で
も

『
一
人
で
始
め
る
短
歌
入
門
』

バ
ス
停
か
ら
持
ち
込
ま
れ
し
葱
の
束

今
日
の
夕
餉
は
鍋
に
し
よ
う
よ

国や都の補助の増額を
保険料の値上げ反対の声を広げよう

国民健康保険を考える学習会

エッセイ

今年４月から国民健康保険の財政運営が区から都に移行されます。身近な公的保険

制度である国民健康保険を考える学習会が12月14日開かれました。国民健康保険の目

的や成り立ち、保険料値下げ運動の進め方などについて、篠崎次男講師（日本高齢期

運動連絡会顧問）のお話をききました。その要旨をご紹介します。

〈増える医療難民〉

日本人の平均寿命は男性 80･50 才、女性 86･83

才で、世界で一番になりました。その要因は経済

発展による食生活や公衆衛生の向上などがあげら

れる。医療の進歩や公的医療体制の整備、とくに 1

961 年に世界で４番目につくられた「国民皆保険体

制」の果たした役割が大きいです。

いま、日本の医療をめぐる状況はどうなってい

るか、現状を知る事例として、全日本民医連の

「経済的理由による手遅れ死亡事例調査」がありま

す。無保険や保険証があっても医療費が払えない

など、経済的理由で治療が遅れ、2014 年度で 56

件、2006年からの初回調査からの累計で 446人の

死亡が確認されています。

世界がうらやむ国民皆保険体制であるのに、こ

のような「医療難民」の実態は衝撃的です。

〈公的医療保険制度のはじまり〉

日本で公的医療保険について検討され始めたの

が明治期、その後大正期に入り、1922年に最初の

健康保険法が制定され、昭和に入り、1931 年イン

フレによる賃金低下、労働強化は災害や傷病の増

加をもたらしました。そのため、政府は、農民や

一般国民のため、医療普及を目的として、1938年

に国民健康保険法を制定し、同時に厚生省(現在の

厚労省）がつくられました。

〈国民皆保険体制の確立〉

第２次世界大戦後、日本はイギリスの「ゆりか

ごから墓場まで」の生活保障をの考えをもとに、

憲法 25 条の生存権保障を理想として、社会保障制

度の構築を進めました。政府は 1958年に全国の市

町村に国民健康保険事業を義務付け国民健康保険

に強制加入させました。これによって、３年後の 1

961 年に現在の国民皆保険体制が確立しました。

〈国保の都道府県化とは〉

小泉構造改革路線を受けて、2015年の法改正で

「医療保険制度改革関連法」が成立。国保の財政運

営を市町村から都道府県に 2018年度から移行され

ます。都道府県化の大きな目的は政府の医療費抑

制策がねらいです。つまり国や都の補助金を少な

くするということです。広域連合にすることに

よって、医療費がかかったら、その分だけ保険料

を上げるということです。

江戸川区では、この５年間で一人平均 2500 円も

値上げしています。高すぎる保険料を払えない世

帯が相次ぎ保険証が発行されず、必要な医療を受

けられない人が後をたちません。

〈保険料値下げを！の声をあげよう〉

国保法第一条は、「社会保障及び国民健康の向上

に寄与すること」とあります。まず、当事者が声

を上げることが大切です。国庫負担を抜本的に引

き上げよ、東京京都も補助金を増やし、国保料を

値下げせよ！の声を地域から広げていくことが求

められています。

当事者の声を大きくし地域から運動を広げようと

呼びかける講師の篠崎次男氏
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の

足で歩くために

●毎週 火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

予約不要どなたでも

●毎週月曜日

新年は15日から

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう
次回１月19日

●12月15日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋好士」

●申込み：

囲碁・将棋クラブ アミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を
奏でませんか

●第１・３４曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

も。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ

は
、
茨
城
県
最
北
部
の
山
に
囲
ま

れ
た
大
子
町
。
夏
に
な
る
と
、
連

日
の
よ
う
に
最
高
気
温
が

36度
な

ど
と
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

冬
も
、
氷
で
凍
結
し
た
『
袋
田
の

滝
』
が
た
び
た
び
テ
レ
ビ
に
映
し

出
さ
れ
ま
す
。
要
す
る
に
夏
は
暑

く
冬
は
寒
い
盆
地
な
の
で
す
。

盆
地
の
真
ん
中
を
流
れ
る
久
慈

川
は
ア
ユ
釣
り
の
名
所
。
国
道
１

１
８
号
線
沿
い
に
は
ア
ユ
を
串
に

刺
し
て
焼
い
た
も
の
が
売
ら
れ
て

い
ま
す
。
他
に
名
物
と
言
え
ば
、

や
せ
地
に
も
た
く
ま
し
く
育
つ
こ

ん
に
ゃ
く
。
子
ど
も
の
頃
は
、
こ

ん
に
ゃ
く
芋
を
す
り
お
ろ
し
て
自

宅
で
作
り
ま
し
た
。
蕎
麦
も
う
ど

ん
も
粉
か
ら
こ
ね
て
自
家
製
で
し

た
。私
の
故
郷
は
街
の
中
心
部
か
ら

遠
く
離
れ
た
山
間
の
村
で
、
学
校

に
通
う
に
も
ま
と
も
な
道
路
さ
え

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
田
ん
ぼ
の

畦
を
通
り
、
下
は
川
と
い
う
崖
っ

ぷ
ち
を
、
足
元
に
気
を
つ
け
な
が

ら
歩
き
ま
し
た
。
３
年
生
に
な
る

頃
や
っ
と
幅
の
広
い
砂
利
道
に
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
転
ば
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
、
中
学
の
時
は
そ
の

道
を
自
転
車
で
通
い
ま
し
た
。
子

ど
も
の
本
な
ど
な
い
家
で
し
た
か

ら
、
教
科
書
が
唯
一
の
本
。
中
学

に
入
り
、
社
会
科
の
教
科
書
に

載
っ
て
い
た
日
本
国
憲
法
を
読
ん

で
感
激
し
、
毎
日
条
文
を
覚
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
戦
争
放
棄
、

人
権
の
重
要
さ
な
ど
、
心
に
響
い

て
く
る
こ
と
ば
か
り
！

良
い
も

の
に
出
会
え
た
喜
び
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
海
を
見
た
の
は
６
年
生

の
時
。
「
海
は
広
い
な

大
き
い

な
」
と
い
う
歌
詞
の
通
り
だ
と
感

動
し
ま
し
た
。
煙
を
も
う
も
う
と

吐
く
蒸
気
機
関
車
に
乗
っ
て
初
め

て
県
都
・
水
戸
に
行
っ
た
の
も
１

２
歳
頃
。
今
は
Ｓ
Ｌ
も
な
け
れ

ば
、
水
郡
線
に
は
駅
員
の
い
る
駅

も
わ
ず
か
。
半
世
紀
の
時
が
経
っ

た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

当
時
の
高
校
進
学
率
は
５
割
そ

こ
そ
こ
。
多
く
の
友
だ
ち
が
中
学

を
巣
立
つ
と
社
会
人
に
な
っ
て
故

郷
を
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
共
に
机
を
並
べ
て
学
ん
だ
仲

間
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
佳
き
友
だ

ち
。
年
に
一
度
は
集
ま
っ
て
、

か
っ
て
の
名
前
で
呼
び
合
っ
て
い

ま
す
。

ま
と
も
な
通
学
路
も

な
か
っ
た
山
間
の
村

さわやか喫茶着物リメイクの会

茨城県大子町

江戸川 床嶋 まち

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

１月12日から

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●昼食・裁縫道具持

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）

第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階

カラオケ好きな方

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

●毎月第２・３木曜日

14時～16時

●飲み物・クッキー

など１００円

●新小岩診療所

３階会議室

ほっとカフェ カラオケお楽しみ会

12月

17日
、
東
京
母

親
大
会
が
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀
で
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
だ

20代
独
身
の
こ

ろ
初
め
て
参
加
し
た
母

親
大
会
は
女
性
が
い
っ

ぱ
い
！
で
し
た
、
そ
の

印
象
は
変
わ
ら
ず
、

４
、
５
階
は
１
４
０
０

人
の
参
加
者
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

わ
た
し
が
参
加

し
た
「
戦
争
っ
て

な
に
？
加
害
と
被

害
の
真
実
を
学

ぶ
」
で
は

元
中

学

教
師

大
谷

猛
夫

さ

ん
を
講
師
に
日
本
の
戦

争
加
害
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦

で
、
原
爆
や
空
襲
、
沖

縄
戦
な
ど
ひ
ど
い
目
に

あ
っ
た
こ
と
を
学
び
伝

え
る
努
力
は
し
て
き
ま

し
た
が
、
日
本
軍
が
ア

ジ
ア
の
人
た
ち
に
何
を

し
た
か
あ
ま
り
知
ら
ず

に
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。南
京
を
占
領
後
、
住

民
や
捕
虜
を
大
量
に
虐

殺
し
た
こ
と
。
民
家
に

放
火
し
、
略
奪
や
強
姦

を
繰
り
返
し
残
忍
な
方

法
で
殺
害
。
十
数
万
人

の
埋
葬
記
録
が
あ
る
そ

う
で
す
が
犠
牲
者
の
数

は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。７
３
１
部
隊
の
人
体

実
験
で
多
く
の
中
国
人

が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
４
万
人
の
中
国
人

農
民
や
捕
虜
を
拉
致
連

行
し
、
日
本
各
地
の
企

業
に
送
り
込
み
賃
金
も

渡
さ
ず
労
働
さ
せ
、
約

７
千
人
も
殺
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
慰
安
婦
」
問
題
、
日

本
軍
は
現
地
で
女
性
を

拉
致
・
監
禁
・
強
姦
を

し
ま
し
た
。

講
演
後
は

横
井

量
子

さ
ん
が
、
日
本
軍
の

「
慰
安
婦
」
に
な
っ
た
韓

国
の
女
性
の
思
い
を
一

人
芝
居
で
演
じ
ま
し

た
。
ま
る
で
本
人
で
あ

る
か
の
よ
う
な
語
り
に

胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る

思
い
で
し
た
。

日
本
が
中
国
の
都
市

や
農
村
を
戦
場
に
し
て

戦
っ
て
い
た
時
代
に
、

何
が
あ
っ
た
の
か
話
を

聞
き
、
人
間
は
こ
う
も

残
酷
な
こ
と
が
で
き
る

も
の
か
と
、
命
を
虫
け

ら
の
よ
う
に
扱
う
戦
争

と
い
う
も
の
に
あ
ら
た

め
て
怒
り
と
恐
怖
を
感

じ
ま
し
た
。
（
森
岡
）

年金者組合江戸川支部大会ひらく

全日本年金者組合江戸川支部は、12月２日に第 22回大

会を教育会館でひらきました。

いま、65 才以上の高齢者 3459万人の実に３分の１以上

の方が、毎月 10万円以下の年金額で生活しています。

最低保障年金制度の創設など、要求が同じ「健康友の

会」や「生活と健康を守る会」といっしょに年金の引き上

げ、医療や介護の充実など、学習会をひらき社会保障制度

の改善を求めて共に運動を強めていくことを決めました。

２
０
１
７
年
友
の
会
ク
リ
ス
マ
ス
う
た
ご
え

喫
茶
が

12月

23日
、
葛
西
み
な
み
診
療
所
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
約

40名
が
参
加
。
こ
の
日
の
た

め
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
、
日
本
の
う
た
ご
え

運
動
に
携
わ
っ
て
い
る
武
智
美
鈴
さ
ん
の
明
る

く
楽
し
い
リ
ー
ド
で
、
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
を
は

じ
め
馴
染
み
の
う
た
を
歌
い
ま
し
た
。
ワ
イ
ン

で
乾
杯
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

戦
争

っ
て

な
に

？

加
害

と
被

害
の

真
実

を
学

ぶ

講師の大谷猛夫さん

〈東京母親大会〉

大
き
な
声
で
『
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
』

先
月
号
の
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
の
文
中
、
（
吾
妻
橋
）
は

吾
嬬
町
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

高齢者の所得を保障する年金の大幅引き上げをもとめて

思い出がよみがえるこの唄・あの唄に
平和ならばこそ平和を求めん

短歌作：荒 真（東葛西）
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

冬
め
く
や
嘗
て
は
跳
ね
し
橋
渡
る

か
つ

仲
冬
や
貝
塚
多
き
総
の
国

ふ
さ

雑
炊
の
蓋
を
む
ん
ず
と
掴
み
け
り

ふ
た

る
天
干
し
八
ヶ
岳
よ
り
風
受
け
て

か
ん
て
ん

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

久
々
に
会
い
し
介
護
士
ハ
グ
し
て
別
れ

る
い
朝
ま
ん
ま
る
浮
ぶ
白
い
月

揃
い

半
て

ん
撥

さ
ば

き
腹

に
響

く
や

江
戸

川
太

鼓
ば

ち

江
戸
川

里
峰

盤
を
打
つ
棋
士
の
指
先
冴
え
返
る

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
子
ら
の
行
列
縄
電
車

穂
を
放
ち
軽
き
に
撥
ね
る
枯
尾
花

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

頭
コ
ツ
ン
横
綱
棒
に
モ
ン
ゴ
ル
富
士

よ
そ
の
国
首
都
を
決
め
る
な
米
の
主

北
の
国
後
押
し
す
る
は
ソ
っ
中
で
す

吹
き
矢

で
健

康
づ
く

り

中
央

荒
幡

き
よ
の

私
は
新
婦
人
の
江
戸
川
支
部
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
「
小
組
」
で
今

も
っ
と
も
人
気
が
あ
る
の
は
「
健
康

吹
矢
」
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
の
吹
矢
は
、

は
じ
め
て
で
も
簡
単
に
で
き
、
年
令

を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。
吸
っ
て
吐

い
て
健
康
、
吸
っ
て
吐
い
て
そ
う

快
、
深
い
呼
吸
で
ス
ト
レ
ス
発
散
。

な
に
よ
り
新
婦
人
の
吹
矢
は
百
円

位
の
水
道
管
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

と
て
も
経
済
的
で
す
。
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
で
本
格
的
吹
矢
の
グ
ル
ー
プ
の

方
々
の
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
筒
が
数
万
円
も
す
る
よ
う
で

す
。心
肺
機
能
を
高
め
、
脳
の
活
性
化

等
の
効
能
に
誰
も
が
や
っ
て
み
た
い

と
思
う
よ
う
で
す
。
健
康
が
何
よ
り

大
事
と
思
っ
て
い
る
庶
民
に
は
う
っ

て
つ
け
の
健
康
づ
く
り
か
な
と
、
私

自
身
も
体
験
し
実
感
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
東
部
区
民
館
の
体
験
会
に

は

26名
の
体
験
者
で
い
っ
ぱ
い
に
。

こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
と
次
々
と
４
カ

所
で
体
験
会
を
開
き
ま
し
た
。

新
婦
人
都
本
部
主
催
の
体
験
会
で

と
り
こ
に
な
っ
た
Ｋ
さ
ん
は
、
積
極

的
に
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
受
け
て
、
明

る
く
元
気
な
指
導
で
三
つ
の
小
組
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

吹
矢
の
礼
儀
か
ら
始
ま
り
、
ど
う

吹
く
か
。
的
に
当
た
っ
た
時
は
、
参

加
者
み
ん
な
か
ら
歓
声
や
拍
手
が
お

こ
り
、
一
瞬
に
し
て
盛
り
上
が
り
ま

す
。
高
齢
の
人
の
高
得
点
、
比
較
的

若
い
人
が
全
然
矢
が
飛
ば
な
い

等
々
、
お
も
し
ろ
い
の
で
す
。

吹
矢
の
前
に
「
新
婦
人
し
ん
ぶ

ん
」
を
読
む
時
間
を
と
り
、
感
想
を

出
し
合
い
ま
す
。
一
人
ぐ
ら
し
の
方

が
多
い
中
、
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ

と
を
お
し
ゃ
べ
り
し
、
心
も
開
放
し

た
後
で
吹
く
の
で
、
よ
り
効
果
的
な

よ
う
で
す
。
友
の
会
の
み
な
さ
ん
も

一
度
お
た
め
し
く
だ
さ
い
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田
育
子

探
検
家
ヘ
デ
イ
ン
の
描
く
ス
ケ
ッ
チ
集
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
懐
か
し
き
か
な

漢
族
に
追
わ
れ
し
民
よ
樹
を
育
て
ホ
ー
タ
ン
砂
漠
に
村
を
つ
く
り
し

羊
皮
を
纒
ふ
人
ら
に
す
れ
違
ふ
氷
河
よ
り
流
る
る
水
の
ほ
と
り
に

七
巡
り
の
戌
年
迎
ふ
わ
が
齢
に
思
ひ
は
募
る
か
の
日
の
か
の
時

東
葛
西

新
真

バ
ス
停
の
椅
子
の
上
に
一
本
の

手
袋
あ
り
て
手
持
ち
の
無
沙
汰

簡
便
な
本
だ
文
庫
だ
何
度
で
も

『
一
人
で
始
め
る
短
歌
入
門
』

バ
ス
停
か
ら
持
ち
込
ま
れ
し
葱
の
束

今
日
の
夕
餉
は
鍋
に
し
よ
う
よ

国や都の補助の増額を
保険料の値上げ反対の声を広げよう

国民健康保険を考える学習会

エッセイ

今年４月から国民健康保険の財政運営が区から都に移行されます。身近な公的保険

制度である国民健康保険を考える学習会が12月14日開かれました。国民健康保険の目

的や成り立ち、保険料値下げ運動の進め方などについて、篠崎次男講師（日本高齢期

運動連絡会顧問）のお話をききました。その要旨をご紹介します。

〈増える医療難民〉

日本人の平均寿命は男性 80･50 才、女性 86･83

才で、世界で一番になりました。その要因は経済

発展による食生活や公衆衛生の向上などがあげら

れる。医療の進歩や公的医療体制の整備、とくに 1

961 年に世界で４番目につくられた「国民皆保険体

制」の果たした役割が大きいです。

いま、日本の医療をめぐる状況はどうなってい

るか、現状を知る事例として、全日本民医連の

「経済的理由による手遅れ死亡事例調査」がありま

す。無保険や保険証があっても医療費が払えない

など、経済的理由で治療が遅れ、2014 年度で 56

件、2006年からの初回調査からの累計で 446人の

死亡が確認されています。

世界がうらやむ国民皆保険体制であるのに、こ

のような「医療難民」の実態は衝撃的です。

〈公的医療保険制度のはじまり〉

日本で公的医療保険について検討され始めたの

が明治期、その後大正期に入り、1922年に最初の

健康保険法が制定され、昭和に入り、1931 年イン

フレによる賃金低下、労働強化は災害や傷病の増

加をもたらしました。そのため、政府は、農民や

一般国民のため、医療普及を目的として、1938年

に国民健康保険法を制定し、同時に厚生省(現在の

厚労省）がつくられました。

〈国民皆保険体制の確立〉

第２次世界大戦後、日本はイギリスの「ゆりか

ごから墓場まで」の生活保障をの考えをもとに、

憲法 25 条の生存権保障を理想として、社会保障制

度の構築を進めました。政府は 1958年に全国の市

町村に国民健康保険事業を義務付け国民健康保険

に強制加入させました。これによって、３年後の 1

961 年に現在の国民皆保険体制が確立しました。

〈国保の都道府県化とは〉

小泉構造改革路線を受けて、2015年の法改正で

「医療保険制度改革関連法」が成立。国保の財政運

営を市町村から都道府県に 2018年度から移行され

ます。都道府県化の大きな目的は政府の医療費抑

制策がねらいです。つまり国や都の補助金を少な

くするということです。広域連合にすることに

よって、医療費がかかったら、その分だけ保険料

を上げるということです。

江戸川区では、この５年間で一人平均 2500 円も

値上げしています。高すぎる保険料を払えない世

帯が相次ぎ保険証が発行されず、必要な医療を受

けられない人が後をたちません。

〈保険料値下げを！の声をあげよう〉

国保法第一条は、「社会保障及び国民健康の向上

に寄与すること」とあります。まず、当事者が声

を上げることが大切です。国庫負担を抜本的に引

き上げよ、東京京都も補助金を増やし、国保料を

値下げせよ！の声を地域から広げていくことが求

められています。

当事者の声を大きくし地域から運動を広げようと

呼びかける講師の篠崎次男氏
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

高齢期になると、複数の病気を抱え、たくさん

の薬を服用している方もいらっしゃるでしょう。

今回は高齢の方にとっての、薬との上手な付き

合い方についてお話しします。

●高齢者の体の変化

口から飲んだ薬は胃や小腸で吸収され、血液を

通じて全身に運ばれて、患部に届いて効果を発揮

します。薬は徐々に肝臓で代謝（分解）されたり

腎臓から排泄されて、効き目がなくなっていきま

す。

ところが、肝臓や腎臓の機能が低下すると、代

謝や排泄までに時間がかかるようになり、薬が効

きすぎたり、副作用が強く現れることがありま

す。

高齢期は若い頃に比べて肝臓や腎臓の機能が低

下している場合もあるので、体調の変化に気をつ

けて、気になることがあれば医

師や薬剤師に相談しましょう。

●ポリファーマシー

「ポリファーマシー」という

言葉を耳にしたことはありませ

んか？ 「ポリ」は「多くの」、

ファーマシーは「薬」という意味で、「多剤投与」

という意味です。

明確な定義はありませんが「６種類以上の薬を

服用していると副作用が多くなる」「５種類以上で

転倒するリスクが増える」などの事例が報告され

ていることから、５～６種類以上が「ポリファー

マシー」の目安と言われています。

病気ごとに別の医療機関にかかっている場合

は、似たような薬が重複して処方されていること

もあります。市販の薬やサプリメントも含め、服

用しているものは全て医師や薬剤師に伝えましょ

う。

※次回は●副作用●飲み忘れ●飲みづらい時は

●薬がたくさん残っている時は？について掲載

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集

後
記

役立つ健康メモ 56 薬の話№24

高齢期と薬（上） 新年のごあいさつ

明けましておめでとうござい

ます。昨年は、相次ぐテロ、北

朝鮮のミサイル、トランプ大統

領の暴走等、暗い一年でした。

年末のICAN、核兵器廃絶国際キャ

ンペーンのノーベル賞受賞が唯

一の光だった気が致します。

国内でも風水害の多発、SNS

を利用した若者の連続殺人、日

馬富士の引退等、あまりよい年

とは言えませんでした。

私的には無病息災であった事、

新しい江東診療所の開設等が良

かった事でしょうか。

江戸川区の高齢者健診の数は

年々増加しつつあります。その

高齢者の医療費負担を増やそう

という国の目論見を許すわけに

はいきません。その為には、今、

何をなすべきか、考える年明け

となりました。

ロシアワールドカップでの日

本の健闘を祈りつつ、今年も皆

様の健康維持の細やかなサポー

ターであり続ける事を目指した

いと思っております。

みなさま明けましておめでと

うございます。日頃のご愛顧、

誠に感謝しております。

今年、診療所は体制の変化を

迎えます。レントゲン技師が交

替します。腹部超音波検査ので

きる日が変わります。診療報酬

の改定もあります。マイナスが

見込まれています。それでも診

療を円滑にミスなく続行する所

存です。そのために、私はもち

ろん職員の皆が健康を維持増進

し、その能力に磨きをかけ、団

結していきます。

東京でも日本でも大きな選挙

はなさそうです。が、アメリカ

では中間選挙があります。ロシ

アでは大統領選挙があります。

見せかけかも知れませんが対立

候補もいるようです。

アメリカと北朝鮮との対立は

深刻さを増していくでしょう。

オリンピックが無事に開催され

るかどうか、見ていきたいと思

います。

本年も、ご指導・ご鞭撻のほ

ど、よろしくお願いします。

新年あけましておめでとうご

ざいます。これまで無事にやっ

てこられたのも、友の会の方々

のご協力があってこそとひとえ

に感謝しております。今年の抱

負は例年の抱負でもあります。

１．医師の仕事は薬を処方する

ことではありません。患者さん

がどうすれば健康な状態で過ご

せるかを考え実践することです。

薬は多いほどお金もかかるし副

作用も多くなるので、現在の薬

が本当に必要かどうかを一緒に

考えていきましょう。

２．私は「先生」ではありませ

ん。いろいろな人生を生きてこ

られた患者さんの中にこそ先生

と呼ぶにふさわしい方がたくさ

んいらっしゃいます。できれば

「田村ドクター」とでも呼ばれ

るようにならないものかと思っ

ています。

３．身体的に通院が大変と感じ

る方、当院では定期往診をして

います。往診の説明をご希望の

方は遠慮なくおっしゃってくだ

さい。

今年もガツンと叱咤激励のほ

どよろしくお願いいたします。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

12月
号
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
健

康
メ
モ
、
社
会
の
動
き
、
学
習
会
、

「
ふ
る
さ
と
」
、
文
芸
等
々
…
、
感
想

や
要
望
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
ご
愛
読

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を

励
ま
し
に
今
年
も
喜
ん
で
も
ら
え
る

紙
面
作
り
に
頑
張
り
ま
す
。
新
委
員

２
名
を
加
え
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の
編

集
委
員
で
す
。

（
伊
藤
）

葛
西
み

な
み

診
療

所
所

長

松
村

浩
生

一
之
江
内

科
ク

リ
ニ

ッ
ク
所

長

高
野

光
太
郎

新
小
岩

診
療

所
所

長

田
村

倫
朗

前列右からが岡、猪瀬、伊藤、太田

後列右から黒木、矢野、小林、石川の各委員
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭
注②

診療受付
10:30～

12:30

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長
(内科)

李基鎬

(訪問診療)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

訪問診療
高野所長

訪問診療
休診

高野 藤井

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑

バスターミナル

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

バ
ス
停

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

浦安方面→

市川方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

パーマ→

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

↑
新
小

岩
診
療
所

交
番

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

新小岩駅

一之江駅
昨
年
の
と
り
年
は
、
風
見
鶏

が
右
往
左
往
と
騒
が
し
く
、
流

行
語
大
賞
に
も
な
っ
た
「
そ
ん

た
く
」
と
い
う
言
葉
も
日
本
中

を
飛
び
交
い
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
で
は
核
兵
器
禁
止
条

約
の
採
択
に
尽
力
し
た
I
C
A
N

（
ア
イ
キ
ャ
ン
）
が
選
ば
れ
、
被

爆
者
の
長
年
の
願
い
の
実
現
に

光
が
増
し
ま
し
た
。
し
か
し

「
も
り
・
か
け
」
問
題
も
ま
だ
ま

だ
疑
惑
の
渦
の
中
な
の
に
、
現

政
権
は
う
や
む
や
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
憲

法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
加
え

軍
隊
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。今
、
絶
対
に
９
条
を
変
え
て

は
な
ら
な
い
と
市
民
と
野
党
の

共
闘
が
進
み
、
「
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
」
の
３
０
０
０
万
署
名

が
始
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
川
健

康
友
の
会
も
集
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
医
療
・
介
護
・
社
会

保
障
の
制
度
の
改
定
の
年
で

す
。
国
保
の
財
政
運
営
が
区
か

ら
都
に
移
さ
れ
、
国
保
も
介
護

も
保
険
料
が
大
幅
に
値
上
が
り

す
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
戌
年
、

〝
値
下
げ

し
て

〟
と
大
声
で
吠
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

友
の
会
で
は
楽
し
い
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
も

13に

増
え
、
食
事
会
・
ホ
ッ
ト
カ

フ
ェ
な
ど
、
沢
山
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
平
和
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
、
健
康
で
安
心
し
て
住
み

つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

ご
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福を呼ぶ犬張子

犬の子のように丈夫に元気に育つように、との願いをこめて、子どもが誕生して約一ヶ
月目に神社へ参拝する行事に用いられる犬張子。江戸川健康友の会の「手芸サークル」
では、今年の干支で「犬張子」を作りました。三者三様の手づくりで一ぴき一ぴき、
個性がある、とても可愛い犬張子ができ上がりました。

新
し
い
年

に
平

和
を
願
って

2018年

「
友
の
会
だ
よ
り
」
２
月
号
は
お
休
み
い
た
し
ま
す

会長 猪瀬 悠紀子


